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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
市
長
の
考
え 

 

質
　
第
２
次
能
代
市
総
合
計
画
の
基
本
的
課
題
で
あ
る
人
口

減
少
は
、
全
て
の
重
要
課
題
に
影
響
す
る
。
分
野
別
計
画
を

実
現
す
る
た
め
に
も
人
口
減
少
対
策
は
市
の
課
題
の
一
丁
目

一
番
地
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。 

 

答
　
こ
れ
ま
で
能
代
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。
今
後
、
人

口
減
少
に
よ
る
地
方
交
付
税
や
市
税
の
減
少
に
加
え
、
地
域

社
会
の
担
い
手
不
足
、
地
域
の
経
済
活
動
の
縮
小
な
ど
、
多

方
面
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
人
口
減
少
は
引
き
続
き
本

市
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
取
組
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

 

北
高
跡
地
利
活
用 
 

質
　
平
成
26
年
度
に
県
か
ら
譲
与
さ
れ
た
北
高
跡
地
に
つ
い

て
、
令
和
元
年
の
市
長
答
弁
で
は
、
集
客
機
能
や
交
流
施
設

を
有
す
る
複
合
施
設
等
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
施
設
と
基
本
的
方
針
の
明
示
は
い
つ
な
の
か
。 

 

答
　
複
合
施
設
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
内
容
を

示
す
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
中

心
市
街
地
で
は
、
畠
町
再
開
発
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
動

き
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
や
各
種
課
題

も
踏
ま
え
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
基
本
的
方
針
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
学
校
給
食
費
の
無
償
化 

○
柳
町
ア
ー
ケ
ー
ド
と
大
栄
百
貨
店
ビ
ル 

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
５
年
度
当
初
予
算
へ
の
市
長
の
考
え
は 

○
中
国
木
材
進
出
に
伴
う
地
域
経
済
効
果
は 

○
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
地
域
経
済
へ
の
効
果
は 

畠

貞

一

郎

 

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
） 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
る
影
響 

 

質
　
来
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ

り
免
税
業
者
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
の
会
員

を
抱
え
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
多
額
の
負
担
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
補
助
金
の
増
額
等
の
検
討
は
。 

 

答
　
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
運
営
費
補
助
金
は
要
望
に
基
づ
き
金

額
を
検
討
、
決
定
し
て
お
り
、
来
年
度
は
本
年
度
と
同
額
の

８
０
０
万
円
を
当
初
予
算
に
盛
り
込
む
予
定
。
一
方
、
厳
し

い
経
営
状
況
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
影
響
を
受
け
、
事

務
費
率
が
引
き
上
げ
と
な
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ

き
発
注
業
務
の
単
価
に
つ
い
て
、
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用 

 

質
　
健
康
保
険
証
廃
止
と
な
れ
ば
常
時
携
帯
さ
れ
、
紛
失
、

盗
難
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
。
健
康
保
険
証
の
廃
止
及
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
に
係
る
シ
ス
テ

ム
導
入
の
義
務
化
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
考
え
は
。 

 

答
　
国
で
は
、
令
和
６
年
秋
に
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
目
指

す
と
し
て
い
る
が
、
詳
細
な
内
容
を
示
し
て
い
な
い
。
医
療

機
関
等
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、
５
年
４

月
か
ら
の
導
入
が
原
則
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

医
療
機
関
等
か
ら
撤
回
を
求
め
る
旨
の
具
体
的
な
意
見
等
は

出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
撤
回
を
求
め
る
考
え

は
な
い
。
今
後
、
国
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

菊

地

時

子

 

日
本
共
産
党 

財
政
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か 

 

質
　
コ
ロ
ナ
対
策
、
物
価
高
騰
、
災
害
復
旧
や
災
害
支
援
等

に
対
し
て
先
手
先
手
で
対
応
す
る
た
め
、
国
、
県
の
財
源
を

活
用
し
、
不
足
分
は
財
政
調
整
基
金
を
投
入
し
て
い
る
が
、

今
後
の
財
政
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。 

 

答
　
人
口
減
少
等
に
よ
り
一
般
財
源
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
物
価
高
騰
等
の

対
策
経
費
も
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
財
政
運
営
で
は
、
有
利

な
起
債
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
展
開
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
財
源
の
確
保
に
資
す
る
取
組
や
、
行
財
政
改

革
等
に
よ
る
歳
出
削
減
に
資
す
る
取
組
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

    地
元
木
材
企
業
へ
独
自
の
支
援
施
策
の
検
討
は 

 

質
　
木
材
業
界
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
見
る
と
、
特
別
な

支
出
を
伴
う
こ
と
な
く
体
力
の
回
復
に
つ
な
が
る
制
度
も
考

え
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
何
か
し
ら
の
独
自

の
施
策
の
検
討
を
し
て
い
る
か
。 

 

答
　
木
材
産
業
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
木
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
や
地
場
産
材
Ｐ
Ｒ
支
援
事
業
、
木
製

品
研
究
開
発
支
援
事
業
に
よ
り
地
元
木
材
企
業
の
販
売
促
進

や
商
品
開
発
に
対
し
、
支
援
し
て
い
る
。
引
き
続
き
地
元
の

製
材
業
者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
効
果
的
な
支
援
策
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。 

平
政
・
公
明
党 
針

金

勝

彦

 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
難
聴
高
齢
者
へ
の
支
援 

○
今
冬
の
除
排
雪
対
策 


